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（
少
年
院
の
職
員
）

第
十
四
条

少
年
院
の
職
員
に
は
、
在
院
者
の
人
権
に
関
す
る
理
解
を
深
め
さ
せ
、
並
び
に
在
院
者
の
処
遇
を
適
正
か

つ
効
果
的
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
、
及
び
向
上
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
研
修
及
び
訓
練

を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
章

処
遇
の
原
則
等

（
処
遇
の
原
則
）

第
十
五
条

在
院
者
の
処
遇
は
、
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、
明
る
く
規
則
正
し
い
環
境
の
下
で
、
そ
の
健
全
な
心
身

の
成
長
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
自
覚
に
訴
え
て
改
善
更
生
の
意
欲
を
喚
起
し
、
並
び
に
自
主
、
自
律
及
び
協
同
の

精
神
を
養
う
こ
と
に
資
す
る
よ
う
行
う
も
の
と
す
る
。

２

在
院
者
の
処
遇
に
当
た
っ
て
は
、
医
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
そ
の
他
の
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
在
院
者
の
性
格
、
年
齢
、
経
歴
、
心
身
の
状
況
及
び
発
達
の
程
度
、
非
行
の
状
況
、
家
庭

環
境
、
交
友
関
係
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
、
そ
の
者
の
最
善
の
利
益
を
考
慮
し
て
、
そ
の
者
に
対
す
る
処
遇
が
そ

の
特
性
に
応
じ
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
処
遇
の
段
階
）

第
十
六
条

在
院
者
に
は
、
そ
の
者
の
改
善
更
生
の
状
況
に
応
じ
た
矯
正
教
育
そ
の
他
の
処
遇
を
行
う
た
め
、
第
三
十

五
条
第
一
項
の
成
績
の
評
価
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
処
遇
の
段
階
を
順
次
向
上

又
は
低
下
さ
せ
、
そ
の
者
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

矯
正
教
育
の
目
標
、
内
容
及
び
実
施
方
法

二

第
四
十
四
条
第
一
項
の
支
援
の
実
施
方
法

三

居
室
の
指
定
、
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
援
助
そ
の
他
の
法
務
省
令
で
定
め
る
在
院
者
の
生
活
及
び

行
動
に
関
す
る
処
遇
の
実
施
方
法

（
保
護
者
に
対
す
る
協
力
の
求
め
等
）

第
十
七
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
の
処
遇
に
つ
い
て
、
情
報
の
提
供
、
少
年
院
の
職
員
に
よ
る
面
接
等
を
通
じ
て

在
院
者
の
保
護
者
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
者
の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
少
年
院
で
実
施
す
る
活
動
へ
の
参
加
の
依

頼
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ら
の
者
の
協
力
を
得
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

少
年
院
の
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
在
院
者
の
保
護
者
に
対
し
、
そ
の
在
院
者
の
監
護
に
関
す
る

責
任
を
自
覚
さ
せ
、
そ
の
矯
正
教
育
の
実
効
を
上
げ
る
た
め
、
指
導
、
助
言
そ
の
他
の
適
当
な
措
置
を
執
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
関
係
機
関
等
に
対
す
る
協
力
の
求
め
等
）

第
十
八
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
の
処
遇
を
行
う
に
当
た
り
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
、
少

年
鑑
別
所
、
地
方
更
生
保
護
委
員
会
又
は
保
護
観
察
所
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
、
学
校
、
病
院
、
児
童
の
福
祉
に

関
す
る
機
関
、
民
間
の
篤
志
家
そ
の
他
の
者
に
対
し
、
協
力
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
協
力
を
し
た
者
は
、
そ
の
協
力
を
行
う
に
当
た
っ
て
知
り
得
た
在
院
者
に
関
す
る
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な

ら
な
い
。

（
公
務
所
等
へ
の
照
会
）

第
十
九
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
の
処
遇
の
適
切
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
公
務
所
又
は
公
私
の
団

体
に
照
会
し
て
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章

矯
正
教
育

第
一
節

矯
正
教
育
の
目
的
等

第
二
十
三
条

矯
正
教
育
は
、
在
院
者
の
犯
罪
的
傾
向
を
矯
正
し
、
並
び
に
在
院
者
に
対
し
、健
全
な
心
身
を
培
わ
せ
、

社
会
生
活
に
適
応
す
る
の
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２

矯
正
教
育
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
在
院
者
の
特
性
に
応
じ
、
次
節
に
規
定
す
る
指
導
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
、

体
系
的
か
つ
組
織
的
に
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
節

矯
正
教
育
の
内
容

（
生
活
指
導
）

第
二
十
四
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
対
し
、
善
良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
た
生
活
を
営
む
た
め
の
基
礎

と
な
る
知
識
及
び
生
活
態
度
を
習
得
さ
せ
る
た
め
必
要
な
生
活
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

将
来
の
進
路
を
定
め
て
い
な
い
在
院
者
に
対
し
前
項
の
生
活
指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た

将
来
の
進
路
を
選
択
す
る
能
力
の
習
得
に
資
す
る
よ
う
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

次
に
掲
げ
る
事
情
を
有
す
る
在
院
者
に
対
し
第
一
項
の
生
活
指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
事
情
の
改
善
に

資
す
る
よ
う
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

犯
罪
又
は
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行
為
に
よ
り
害
を
被
っ
た
者
及
び
そ
の
家
族
又
は
遺
族
の
心
情
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
意
識
が
低
い
こ
と
。

二

麻
薬
、
覚
醒
剤
そ
の
他
の
薬
物
に
対
す
る
依
存
が
あ
る
こ
と
。

三

そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
事
情

（
職
業
指
導
）

第
二
十
五
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
対
し
、
勤
労
意
欲
を
高
め
、
職
業
上
有
用
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ

る
た
め
必
要
な
職
業
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
職
業
指
導
の
実
施
に
よ
る
収
入
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
収
入
は
、
国
庫
に
帰
属
す
る
。

３

少
年
院
の
長
は
、
第
一
項
の
職
業
指
導
を
受
け
た
在
院
者
に
対
し
て
は
、
出
院
の
際
に
、
法
務
大
臣
が
定
め
る
基

準
に
従
い
算
出
し
た
金
額
の
範
囲
内
で
、
職
業
上
有
用
な
知
識
及
び
技
能
の
習
得
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し

て
相
当
と
認
め
ら
れ
る
金
額
の
報
奨
金
（
次
項
に
お
い
て
「
職
業
能
力
習
得
報
奨
金
」
と
い
う
。）を
支
給
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
四
章

入
院

（
入
院
時
の
告
知
）

第
二
十
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
に
対
し
、
そ
の
少
年
院
へ
の
入
院
に
際
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
告
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

保
健
衛
生
及
び
医
療
に
関
す
る
事
項

二

物
品
の
貸
与
及
び
支
給
並
び
に
自
弁
に
関
す
る
事
項

三

金
品
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

四

書
籍
等
（
書
籍
、
雑
誌
そ
の
他
の
文
書
図
画
（
信
書
及
び
新
聞
紙
を
除
く
。）を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
閲
覧
に

関
す
る
事
項

五

宗
教
上
の
行
為
、
儀
式
行
事
及
び
教
誨か
い

に
関
す
る
事
項

六

第
八
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
遵
守
事
項

七

面
会
及
び
信
書
の
発
受
に
関
す
る
事
項

八

懲
戒
に
関
す
る
事
項

九

第
百
二
十
条
又
は
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
関
す
る
事
項

十

苦
情
の
申
出
に
関
す
る
事
項

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
告
知
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
平
易
な
表
現
を
用
い
て
、
書
面
で
行
う
。

（
識
別
の
た
め
の
身
体
検
査
）

第
二
十
一
条

法
務
省
令
で
定
め
る
少
年
院
の
職
員
（
以
下
「
指
定
職
員
」
と
い
う
。）は
、
在
院
者
に
つ
い
て
、
そ
の

少
年
院
へ
の
入
院
に
際
し
、
そ
の
者
の
識
別
の
た
め
必
要
な
限
度
で
、
そ
の
身
体
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
後
必
要
が
生
じ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

女
子
の
在
院
者
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
り
検
査
を
行
う
場
合
に
は
、
女
子
の
指
定
職
員
が
こ
れ
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
女
子
の
指
定
職
員
が
そ
の
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
男
子
の
指
定
職

員
が
少
年
院
の
長
の
指
名
す
る
女
子
の
職
員
を
指
揮
し
て
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
入
院
の
通
知
）

第
二
十
二
条

少
年
院
の
長
は
、
在
院
者
が
そ
の
少
年
院
に
入
院
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
そ
の
保
護
者

そ
の
他
相
当
と
認
め
る
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
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